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検討会からの附帯意見（報告順） 
 

１ NPO法人ほっぷすてっぷ 

事業名：困難を抱えた若年女性の居場所確保・自立支援事業 

担当課：市民局男女共同参画課、こども若者局こども家庭保健課 

<令和 6年度中間報告会時の附帯意見＞ 

本事業は、困難を抱えた若年女性の居場所を確保し、必要に応じて専門機関へつなぐなど、

自立に向けた包括的な支援に取り組まれており、本制度における二年目の事業として、シェアハ

ウスを継続的に運営しながら、相談・支援体制の強化が図られている点が評価されます。 

今後の取り組みについては、本制度を活用したことで生まれた事業モデルや成果について、

団体と市だけでなく、関係する支援機関、他地域や他団体と共有して広く伝えていくことで、困

難を抱えた若年女性に対する支援の裾野が広がっていくことを期待いたします。 

また、行政と連携しながら支援を進めるためには福祉的な支援が欠かせないことから、本制

度活用後も市の関係部署と団体との情報交換が継続的に行われることを期待いたします。 

 

２ 吉本興業株式会社 

事業名：市民参加型新喜劇「ふるさと劇団」立ち上げ、運営 

担当課：文化観光局観光誘客課、文化観光局文化振興課、経済局商業・人材支援課 

<令和 6年度中間報告会時の附帯意見＞ 

本事業は、仙台の演劇文化を醸成する取り組みとして、仙台四郎を題材にした演劇を市民も

参加した劇団で上演する準備を着実に進めており、演劇に参加しない市民も参加できるワーク

ショップなどを開催することで、お笑いを通したコミュニケーション能力の向上や、市の交流人口

の拡大などにつながる取り組みである点が評価されます。 

今後の取り組みについては、市民や地元の演劇関係者を巻き込みながら上演に向けた取り組

みが進められるとともに、この事業を通して製作された劇が、今年度の上演後も地域で継続的

に活用されていくための仕組みの整理や、市民劇団の自立的で継続的な運営に向けた地元人

材の発掘や運営体制の整備が求められたところです。 

引き続き、市民や地元演劇関係者を巻き込みながら、地域への幅広い波及効果を生み出され

ていくことを期待いたします。 

 

３ 特定非営利活動法人イコールネット仙台 

事業名：次世代の防災意識を高める－多様な視点で避難所の設計図をつくる－ 

担当課：まちづくり政策局防災環境都市推進室 

<令和 6年度中間報告会時の附帯意見＞ 

本事業は、市が運用を進めている災害記録共有アーカイブ「SORA」を活用し、小中学生の

視点で地域住民の多様なニーズに対応した避難所の設計図をつくる取り組みとして、学校での

ワークショップを着実に進められている点が評価されます。 

今後の取り組みについては、活動中の様子がわかる広報が工夫されることに加え、参加した

生徒の意識の変化や参加した生徒の家庭への波及効果、「SORA」の活用や資料の収集・保存

についての課題の検証などが明らかになるように、事業の成果をまとめていくことが求められた

ところです。 

引き続き、小中学生が地域防災の共助の担い手となるよう、取り組まれることを期待いたしま

す。 

 

 

資料３ 
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4 ７DAYS,Peace.（七北田公園活性化協議会） 

事業名：七北田公園から発信する杜の都のシビックプライド～あらゆる主体を巻き込んだ、更なる

七北田公園の利活用の促進～ 

担当課：建設局公園管理課 

<令和 6年度中間報告会時の附帯意見＞ 

本事業は、新たな公園サービスの提供による公園内のにぎわい創出や多様な主体と連携した

公園づくりに取り組まれており、本制度における二年目の事業として、団体と市の担当課との協

働が深まったことで、事業の実施体制や今後の取り組みに向けた検討体制が強化された点や、

一年目に収集した来園者データを活用して事業に取り組まれている点が評価されます。 

今後の取り組みについては、学生などの若者がまちづくりに参加するきっかけの場となるとと

もに、チャレンジショップの出店者やイベント相談者の意見も踏まえた利活用の体制づくりにつな

がるなど、より地域に根差した活動となることを期待いたします。 

さらに、ベガルタ仙台や泉中央駅周辺の事業者と連携するなどの工夫により、泉中央地区の

活性化にもつながる取り組みとなることを期待いたします。 

 

5 八木山地区まちづくり研究会 

事業名：若者・子育て世代を支援する地下鉄駅前にぎわい創出事業 

担当課：都市整備局地下鉄沿線まちづくり課 

<令和 6年度中間報告会時の附帯意見＞ 

本事業は、地下鉄沿線の地域における良好な環境形成、新たな価値の創出や機能向上を図

る取り組みとして、八木山動物駅公園駅前空間の様々な規制や制約といった条件をクリアしつ

つ、地域の新たな賑わいの担い手として子育て層の活躍の場をつくりながら、八木山地区以外

に住んでいる人も巻き込んだ賑わいづくりに繋がっている点が評価されます。 

今後の取り組みについては、貴団体の培ったイベント開催のノウハウが、若年層や子育て層と

いった新たな地域の担い手に受け継がれ、地域の商店などともさらに連携しながら、自立したに

ぎわいづくりの仕組みが構築されていくことが求められたところです。 

引き続き、地元の関係者を巻き込みながら、取り組まれることを期待いたします。 

<採択時の附帯意見＞ 

本制度の事業期間終了後も事業を継続的に実施するために、イベント出店者から出店料を徴

収し、その収入を事業計画書に計上してください。 

本制度を活用した成果として、協働担当課を中心に、八木山動物公園駅前の利活用と若者・

子育て世代の参加を促す仕組みを、今後の八木山地区のまちづくりにどのように生かしていく

のかという展望をまとめてください。 

＜その他参考意見＞ 

本提案事業の地域への波及効果を検証するため、イベント等の来客者だけでなく、地域住民

へのアンケート調査を行うなど、事業に対する地域のニーズを把握する取り組みを検討してくだ

さい。 
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6 一般社団法人 PLAY ART！せんだい 

事業名：文化芸術アウトリーチ活動普及に向けたコーディネーター育成及び環境整備事業 

担当課：文化観光局文化振興課、教育局教育指導課 

<採択時の附帯意見＞ 

協働担当課を中心に、本事業の成果を音楽ホール建設後のアウトリーチの展開といった施策

にどう生かしていくのか検討を進めてください。 

＜その他参考意見＞ 

学校に行けないこどもたちが増加している現状を踏まえて、アウトリーチ活動における実施先

の多様化の可能性を探るため、学校以外におけるアウトリーチ活動の実施ニーズを把握する取

り組みを検討してください。 

アウトリーチ活動の実態調査の結果について、より波及効果が見込まれるよう、貴団体にとど

まらず、協働担当課を通じたさらなる周知・活用方法について、検討を行ってください。 

 

7 社会福祉法人あいの実 

医療的ケア児とファミリーの多様な交流拠点を創る～だれも取り残されない仙台～ 

<採択時の附帯意見＞ 

医療的ケア児者の状態像は多岐にわたり、その状態像に応じて、ケアを行う家族の求める支

援ニーズも異なるものと考えられます。本提案事業において、どの状態像にある医療的ケア児者

の家族をターゲットとするのかを明確にしてください。 

貴団体とまだ接点のない医療的ケア児者の家族へどのくらいリーチしていくのか、家族数の

数値目標を具体的に定めてください。 

協働担当課を中心に、本提案事業を踏まえた本市における医療的ケア児者の家族支援のあ

り方の将来展望について検討を進めてください。 

＜その他参考意見＞ 

本提案事業は、貴団体と行政が密に連携することで、事業のさらなる波及効果が見込めるも

のと考えられるため、協働担当課と事業の達成目標や課題を共有する場を定期的に設けてくだ

さい。 

 

8 特定非営利活動法人 Switch 

ひきこもり者への支援つき短期アルバイトの提供と、企業ネットワークの構築 

<採択時の附帯意見＞ 

本提案事業が、今後のひきこもり当事者への就労支援策のモデルとなるよう、対象者および

企業とのコミュニケーション、支援プログラムの中身、企業とのネットワークづくり等の観点で、ど

のような課題にどうアプローチしたのか、実績としてまとめてください。 

協働担当課を中心に、本提案事業を踏まえた本市におけるひきこもり当事者への就労支援の

将来展望について検討を進めてください。 

＜その他参考意見＞ 

令和７年度の取り組みを進めるなかで、本制度の活用後も事業を継続させるためのマネタイ

ズの手法について、検証を進めてください。 

この事業に対する様々な立場の方から意見を集め、課題を共有するため、予定されている有

識者会議や企業ネットワーク協議会のほか、最後に関係者で意見交換できる場を設けることを

検討してください。 
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9 一般社団法人ながまちマチキチ 

地域活動人材創出育成事業“プロジェクトダイノハラ” 

<採択時の附帯意見＞ 

本提案事業は、地域の担い手となる若者をいかに発掘できるかどうかが、事業の進捗や効

果に大きな影響を及ぼすものと考えられます。若者にどのようにアプローチしていくのか、その

具体的な内容を協働担当課と協議し、事業計画書に反映させてください。 

「プロジェクトダイノハラ」と「トレジャーウォーク」において、それぞれどのくらいの参加者数

を目標とするのかを明確にしてください。 

＜その他参考意見＞ 

本提案事業は、貴団体と行政が密に連携することで、事業のさらなる波及効果が見込める

ものと考えられるため、協働担当課と事業の達成目標や課題を共有する場を定期的に設けて

ください。 

 


